
一般社団法人 徳島県作業療法士会 
平成 28 年度 第 2 回理事会 

 
日 時：平成 28 年 5 月 10 日（火） 19：20～21：00 
場 所：ふれあい健康館 第 3 会議室 
出席者：理事 
 岩佐英志、細川友和、坂東仁志、井上俊子、河野由美子、桒村和治、上原さおり 

小森和樹、吉野哲一、松村幸治 
 監事 
 岡桃子、澤田典子 
 他に召集された者 
 なし 
欠席者：岡久可奈子、上田裕久 
議 長：岩佐英志 
書 記：桂拓也 

（敬称略） 
Ⅰ．報告事項 
（事務局） 
1．会員状況について 
会員数：495 名（3 月末日） 

2．地域包括ケア会議に資する人材育成研修会について 
県士会推薦者を募集する。 
締切日：6 月 10 日 

3．障害保健福祉領域における作業療法士の役割に関する意見交換会について 
参加者を募集中。 

4．徳島市在宅医療支援センターについて 
パンフレット・連携ノートが完成。 

5．昭和上條医療賞の候補者推薦について 
6．熊本地震における医療救護班の参加報告 
参加者：細川副会長、吉野理事、桂先生 
医療ニーズは少ない。5 月 22 日から JRAT として細川副会長参加予定。 
詳細は別紙参照。 

 
（学術部） 
1．徳島県作業療法学会の参加費について 
今後は参加費を徴収する予定。 ¥2,000～3,000 



（活動啓発部） 
1．仕事体験について 
県教育委員会に打診し許可を得た。教育サポーターデータベースに登録予定。各高校の

進路指導担当教員が閲覧できる。（詳細は別紙参照） 
2．生活行為向上マネジメントについて 
研修会案内案を作成。（詳細は別紙参照） 
生涯教育制度が MTDLP 研修制度など一部改訂される。事例検討会のファシリテーター

の要件が厳しくなった。坂東事務局長と原先生（内科クリニック・オクムラデイケアセ

ンターつどい）が基準を満たす見込み。推薦者を 5 月中に 5 名選出する必要がある。タ

ーゲットになる対象者に文面を送ってみては？ 
3．介護予防推進リーダー研修の予定について 
期 日： 9 月 17 日、18 日  （予定） 

10 月 8 日、9 日   （予定） 
 
（岩佐会長） 
1．高齢者福祉に関する功労賞推薦者について 
徳島県から高齢者福祉に関する功労賞推薦者がいないか打診あり。病院からの訪問リハ

従事者などは非該当で訪問介護ステーションでの従事者などが対象となる。推薦者がい

れば岩佐会長まで連絡。 
2．作業療法協会設立 50 周年記念事業について 

1）日 程 
開催日：平成 28 年 9 月 17 日（予定） 
会場は確保済みであるが、宿泊ホテルの空きがない。日程調整が必要。 

2）記念ロゴ 
50 周年の記念ロゴは今後全発送物に張り付ける。シールにすれば封筒に張り付けるこ

とが可能。5 月中に 2000 部ほど発注し不足分は追加予定。 
3）記念式典 

開催日：平成 28 年 9 月 25 日（予定） 
各士会から 2 名参加する。（岩佐会長と細川副会長で調整中） 
参加費は県士会が負担。 

 
Ⅱ．審議事項 
1．平成 28 年度定時社員総会について（詳細は別紙参照） 

1）委任状回収状況 
委任状：132 票、総会開催の条件は 248 票が必要。定款変更には 372 票が必要。 
未回収の施設には各理事から催促の連絡をする。 



2）委任状の返信方法について 
今回は FAX で返信であったが、次年度ははがきで返信する。 

2．日本作業療法士協会と他職種との連携について 
職能団体として協会や他職種との更なる連携が必要である。人材育成、各部のメンバー

把握、各ブロック化、特に西部ブロック。精神障害領域・認知症領域を立ち上げる。 
3．災害と地域包括ケアについて 

コミュニティーとしてつながるところもあるため、サロン的な場所が必要ではないか。

経験は会員向けに啓蒙していく必要。避難所運営ゲーム（ハグ）があり、よい経験にな

る。 
4．自殺対策に対する取り組みについて 
活動が停止状態である為、担当理事を選出し取り組む。 

 
次回理事会開催予定は平成 28 年 5 月 15 日（日）徳島 JA 会館 8F にて 
平成 28 年度定時社員総会終了後とする。 

 
以上を以って議題の審議等を終了し、議長が閉会を宣言し解散した。 
この議事録が正確であることを証する為、出席した代表理事及び監事は捺印する。 
 
平成 28 年 5 月 15 日 

代表理事：岩佐 英志  ㊞ 

監  事：岡  桃子  ㊞ 

澤田 典子  ㊞ 

 


